
闇に浮かぶポタラ宮 



日本人とチベット 
ー河口慧海のチベット旅行を中心としてー 

高野山大学 奥山直司 



慧海三つの顔 

我国最初のヒマラヤ踏破者 
 
日本西蔵学の始祖 
 
在家仏教の首唱者 
 
    東京世田谷九品仏浄真寺 
    「河口慧海師碑」（椎尾弁匡撰） 

→ 探検旅行者 

→ 学者 

→ 宗教家 



宗教家 

探検者 学者 

チベット旅行 





堺・北旅籠町大道筋 



北旅籠町内にある旧鉄砲鍛冶屋敷 



北旅籠町西三丁にある生家跡の碑  
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信貴山朝護孫子寺（毘沙門天） 

禁食肉 禁酒 不淫 



京都・宇治の黄檗山萬福寺 



黄檗（鉄眼）版  般若心経 



ブライアン・ホジソン 

（１８００－１８９４） 
の胸像 

 

ベンガル・アジア協会 

旧館（コルカタ） 



アレキサンダー・
チョーマ・ド・ケーレ
ス（1782－1842）の
ブロンズ像 

（ハンガリー東洋学
協会から寄贈され
たもの。大正大学 

蔵） 
 
 



ダージリンの共同墓地にあるチョーマの墓 



西洋のインド学・仏教研究の影響を受けて我が国で入蔵熱が起こる 





世界文化遺産トイ・トレイン（玩具の列車） 
世界文化遺産ダージリン・ヒマラヤン鉄道（トイ・トレイン） 



ダージリンの町が見え始める 



  

サラット・チャンド
ラ・ダース 

(1848－1917) 



カトマンドゥ盆地のボードナート大仏塔 



カリ・ガンダキの大峡谷 



カグベニ 



ダウラギリ（８１６７ｍ）とトゥクチェピーク（６９２０ｍ） 





ツァーラン村 





講談社学術文庫 
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ニルギリ（７０６１ｍ） 
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ダンカルゾン（３２２９ｍ） 撮影 大西保 

6月12日、マルパを案内人と共に出発した慧海は、 
翌日ダンカルゾンに着いた。 
彼は足痛と風邪のためこの村に二日間逗留した。 



6月15日 
空気稀薄にして呼吸のなしがたきに、 
危険なる坂道を行くが故に、 
胸の動気は激しく打ちて、 
呼吸は蒸気機関の発煙するに似たり。 
頭脳煩悶して脳中発火せるが如し。 
わづかに雪水を口に湿して進むといへども 
時々昏倒せんとす。 
                         撮影 大西保 



シェーの水晶山（５５７６ｍ） 撮影 大西保 



シェ―の麓にあるスムド・ゴンパ 撮影 大西保 

7月1日、慧海はスムド・ゴンパを発ち、 
いよいよ国境の峠を目指した。 



クン・ラ（５４１１ｍ）  
撮影 大西保 



慧海池 

仁広池 

ネーユ 

撮影 大西保 



ネーユで泊めてくれたのはこんな人々かも 





カイラース（６６３８ｍ）  撮影：大西保 

 



マーナサローワル湖とナムナニ 
撮影 大西保 



カイラース 
 

撮影 大西保 







1901年3月21日、慧海はついに禁断の都ラサに到着した。 

マルパを経ってから９ヵ月余り後のことである。 



セラ寺のペトゥク・カムツァン 



法苑での教義問答 
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シッキム（ティスタ川とランギット川の合流地点） 
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青銅製釈尊尊像頒与品見本縮写（東北大学総合学術博物館蔵） 



「
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宗教家 

探検者 学者 

在家仏教 
（ウパーサカ） 



（１）釈尊（ブッダ）への回帰を志向する、 
（２）大乗仏説の信念に基礎を置いた、 
（３）戒律主義的 
（４）在家主義 



大阪山の会・河口慧海研究プロジェクト 
大西保氏に感謝 


